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　当公社は令和4年1月14日、令和3年度育てる漁業研究会「マナ

マコをめぐる現状と持続的利用に向けて」をオンライン開催し

ました。

　本研究会は、直近10年間で生産量が3割以上減少している本道

のマナマコを、流通・加工販売、種苗生産、放流種苗の追跡調査、

品質維持など多角的に考察することを目的に開催されたもので、

（国研）水研機構水産資源研究所の町口裕二研究員の基調講演「北

海道におけるマナマコ漁業の現状と今後の展望」に続き、ひやま

漁協乙部支所ナマコ協議会の日沼賢澄加工部門長、道水産林務部

元主席普及指導員で水産技術サポート社の全先清通代表、当公社

熊石事業所の安住真所長、道総研中央水試の成田正直専門研究員

の4名に、各々の取り組みに関するお話をいただきました。

　総括では、大型種苗放流の有効性のほか、資源管理と種苗生産・

放流を組み合わせた新たな増殖手法について議論が交わされました。
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漁業士発 アクアカルチャーロード

　伊達市でホタテ漁業を営む宍戸俊
之さん（41）は、母と2人の兄との4人
家族。高校卒業と同時に漁業の道へ
進み、父が宍戸さんの就業に合わせ
て新造した船で様々な技術を受け継
ぎ、腕を磨いてきました。7年ほど前
に父の権利を継承し篭養殖と桁曳網
漁に携わる宍戸さんに、近年の漁模
様と若手漁業者によるチャレンジ、今
後の目標について話をうかがいまし
た。　

斃死被害からの早期回復を　　
　噴火湾地区のホタテ養殖は、5月
に投入した採苗器を7月に引き揚げ
て稚貝を確保した後、分散作業を繰
り返しながら翌春までカゴ内で稚貝
を飼育。5cm程度に育った貝を耳吊
りし、付着物を取り除きながら成長
させ、年明けから本格的な2年貝出
荷が始まります。いぶり噴火湾漁協
の2年貝出荷は他地区より早い10月
に始まるのが特徴です。宍戸さんは
例年、ザブトン篭6千枚分の稚貝を作
り、そのうち約9割を養殖に回し、残
り1割を前浜へ放流しています。「2月
末までに2年貝出荷を終わらせ、採
苗器を入れるまでの間に桁曳網漁を
行い、漁場を整備します。桁曳網漁
は耳吊終了後から分散作業開始まで
の間にも実施しています」と操業スケ
ジュールを語ります。
　今漁期の伊達地区はホタテの斃死
被害が他地区より大きく、宍戸さん
も養殖ホタテの半分が被害を受けま
した。昨夏から斃死が目立ち始めた
そうで、時化の影響で10日ぶりの出
漁となった取材当日（2月上旬）も200
本のロープを揚げ、そこから出荷で

きたのは300kg程度に留まりました。
「本来なら200本のロープから3㌧以

上のホタテが出荷できます」と悔しさ
を滲ませる宍戸さん。次年度以降の
生産回復が待たれます。

ホタテに続く養殖魚種を
　　　　

　噴火湾沿岸のホタテ産地では、ホ
タテに続く新たな養殖魚種の確立に
向けた取り組みが進められています。
宍戸さんが青年部長在任時に携わっ
たアカボヤの養殖試験は平成23年か
ら数年間行われましたが、残念なが
ら期待していた成果は得られません
でした。「最初の1年は順調でしたが
2年目以降の斃死が多く、事業化に至
りませんでした」と宍戸さんは、当時
を振り返ります。いぶり噴火湾漁協伊
達支所青年部では現在、胆振地区水
産技術普及指導所のサポートのもと、
アサリなど貝類の養殖試験に着手し
ています。「内部の基質・条件が異な
る数種類のパレットにアサリを入れて
沖の養殖施設に吊し、成長差を調査
しています。試験開始から3年ほど経
ちますが、まだまだチャレンジの段階
です」と宍戸さん。青年部の挑戦は今
後も続きます。

信頼得られるホタテ漁業者に
　　

　いぶり噴火湾漁協生産のホタテ
は、入札で値段が決まります。伊達
支所での入札は生産者別に行われる
ため、貝の出来が「価格」という見え
る形で評価として跳ね返ってきます。

「自分はホタテ専業者ですので、他
の人に負けない良貝を作りたいとの
思いを常に持っています」と語る宍戸
さん。「仲買が高値をつける生産者

は、長年にわたり良質のホタテをつ
くり続け、自力で信頼を積み重ねて
きた人ばかりです。自分も早くその
域に達せるよう周囲からの信頼を得
て、高い評価をいただけるホタテ漁
家を目指して精進しています」と、高
い志を掲げています。
　目下の課題は「付加価値対策」と宍
戸さんは言います。「刺身商材として
のホタテは大きい玉が好まれます。
早出し分は生玉を生産する加工会社
からの引き合いが強く、そこでも玉
の大きな貝が求められますが、2年
貝の早出しですので、その点は難し
いです。大きさを求めて3年貝を作る
となると、今の海況下ではリスクが
高いと言わざるを得ません」と胸の内
を明かす宍戸さん。「1～2月は出漁
日数を稼げないので、早出しはあり
がたい制度ですが近年、年内の価格
が期待ほど伸びていません。2月に
ボイル製品づくりが始まると値段は
安定します。年内と年明けに値段の
ピークを作れる体制づくりが今後大
事になると考えています」と、伊達産
ホタテに相応の価値をつける対策の
重要性を説きます。
　「漁業士として地元の食育活動にも
貢献したい」と語る宍戸さん。地元伊
達市が漁業生産地として認知される
よう、努力を続けていきます。

いぶり噴火湾漁協伊達支所 青年漁業士
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選ばれるホタテ漁業者を目指して
水産物の生産地「伊達」の知名度向上を
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今月の
講　座

マナマコの着底稚仔の
粗放的中間育成と直接放流

はじめに
　北海道で最初にマナマコの種苗生
産と放流に取り組みはじめたのは宗
谷漁業協同組合で、昭和63年のこ
とです。平成16年頃からはマナマ
コの単価が高騰し、「黒いダイヤ」
と呼ばれるようになってからすでに
18年経過しています。現状では道
内44機関で種苗生産の取組みが実
施され，それぞれの地区の状況に合
わせて様々なサイズでの種苗放流が
行われています。放流事業が始まっ
てからは，最適な放流サイズや効果
について試験研究が進められてきま
した。
　今回は、種苗放流試験の一例とし
て、いぶり中央漁業協同組合白老支
所ナマコ潜水部会(以下、それぞれ
白老支所、潜水部会)から「地場の
マナマコを取りつくさぬよう維持し
たい」との要望を受けて、平成22
年から潜水部会，白老支所、胆振地
区水産技術普及指導所と共同で行っ
ている着底稚仔の「粗放的育成」と、

「直接放流」について紹介します。
 

　マナマコは概ね50g以上になると
成熟します(これまで確認できてい
る最小サイズは14gです)。北海道内
では、産地によって放卵卵径(放卵
される未受精卵の大きさ)が異なり、

日 本 海 南 西 部 ～ 津 軽
海峡では180 ～ 214μ
ｍ(1μｍは1/1000㎜で
す)、道南太平洋～え
りもと根室～オホーツ
ク海域及び日本海北部
海域では150~160μm
です(表1、釧路・十勝
の太平洋沿岸には天然
個体はほとんど分布し
ていません)。
　 水 中 に 放 た れ た 卵
は、同様に水中に放た
れた精子と受精し、翌
日にはふ化して、浮遊
生活を始めます。この
幼生の浮遊期間は，卵
径が150 ～ 160μｍの
日本海北部～オホーツ
ク沿岸や太平洋沿岸で
は16日 程 度、 卵 径 が
180 ～ 214μｍと大き
い日本海南西部や津軽

①　飼育用資材と種苗単価
　白老支所には、稚ナマコを育成
するための設備はありませんでし
た。そこで荷捌き所の片隅に水槽
を設置して、着底稚仔を生産する
ことになりました。水槽などの飼
育資材と経費を表2に示します。主
だったものは孵化した幼生を育て
る水槽、稚仔を付着させるための

酒井　勇一

道総研函館水産試験場
調査研究部

マナマコの生活史

海峡では12日程度です。浮遊期間
は水中に漂う植物プランクトンを摂
餌して、一度1㎜まで大きくなった
後、0.4㎜程度まで急速に体を縮め
て泳ぐのをやめ、底生生活に移りま
す(写真1)。その後、主に海底の付
着藻類などを摂餌して、数年かけて
漁獲サイズに成長します。

着底稚仔の生産

 
 

表1　産地別放卵卵径

海域 地区 平均卵径(μm) 調査年次

日本海南西部 江差 211 2013年

乙部 192、 214 2013年、2014年

大成 180 2016年

津軽海峡 松前 182 2017,2018年

道南太平洋 鹿部 150 2000年

室蘭 155 2013年

えりも以西太平洋 えりも 153 2016年

根室 根室 150 2013年

オホーツク 猿払 160 2014年１）

日本海北部 稚内 150 2014年１）

留萌 160 2014年１）

1）鵜沼ほか　北海道マナマコ資源管理ガイドラインより

表１　産地別放卵卵径
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1）鵜沼ほか　北海道マナマコ資源管理ガイドラインより

A：未受精卵（→）と受精卵　B：嚢胚期幼生　C：初期アウリクラリア幼生　D：後
期アウリクラリア幼生　E：ドリオラリア幼生　F：ペンタクチュラ幼生　G：着底
稚仔　H：幼なまこ　 バー:100μｍ

写真１　マナマコの発生
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採苗器、市販されている幼生用の
餌です。10年程度種苗を生産する
計画なので、種苗生産単価の算出
には、ヒーターや水槽など備品の
費用を、毎年の経費に割り振って
計算しています。平成22 ～ 24年の
3年間で着底稚仔の種苗単価は0.25
～ 1.21円となり、生産数により変
動は大きいものの、単価は低く抑
えることができました。

②　採卵技術
　種苗生産のために事前に用意する
餌を無駄にしないように、採卵する
タイミングを予測します。マナマコ
は、卵巣内で卵の大きさがそろった
段階で卵を放出（放卵）しますが、
卵の成長は日々の水温に大きく影響
を受けます2）3）。一方で、雄は雌よ
りも早く成熟し、その成熟期間も長
いため、採卵技術としては雌の成熟
時期を把握することが重要です。白
老の放卵卵径は150μｍ前後と考え
られたため、同程度の放卵卵径を持
つ鹿部町の事例をもとに放卵時期を
予測しました(図1)。卵の成長は低
水温では長い時間がかかる一方で、
高水温では短期間に進みます。そこ
で、雌が経験した日々の水温の和(積
算水温)と卵径の関係から、成熟の
始まる時期を予測します。
　平成22年は4月~6月に20個体ずつ
港内のナマコを採取して、雌の卵
巣卵径を1個体につき20個ずつ測定
し、この平均値と前年の水温の変化
から平均卵径が150μmに達しはじ
める時期を7月上旬と予想して7月5
日に採卵しました(表3)。4）

③　媒精技術
　マナマコはサケなどと異なり、切
り出した卵では受精できないため、
親が自ら産むように仕向ける必要が
あります(雄は切り出しても使えま
す)。十分に成熟している親を、蓄
養水温(天然海域から入手してすぐ

に用いる場合はその水
温)よりも5℃ほど高く
する温度刺激により放
卵・放精させることが
できます(ただしこの
時 の 水 温 は13 ℃ 以 上
で あ る 必 要 が あ り ま
す) 2）3）。
　精子については、す
べての雄から少量ずつ
精子を集めて精子原液
として、これを海水で
希釈して濃度を調整し
ます。精子濃度が濃す
ぎると、1つの卵に多
数の精子が侵入して奇
形 を 生 み 出 し て し ま
います(多精と呼びま
す)。ペットボトルの
ような透明な容器に、
集めた精子液を入れ、
容器の反対側に置いた
新聞紙がかろうじて読
め る 程 度 に な る よ う
に海水で希釈します。
こ の 希 釈 し た 精 子 液
5~10mlを、 卵 に か け
て優しく撹拌すると、
卵に達した精子は数秒
で受精します。卵の量
によって、希釈した精

表2　着底稚仔の生産コスト

平成22年 平成23年 平成24年

ヒーター・水槽 226,349 97,650 0

10年償還時の経費1) 22,635 32,400 32,400

餌料（濃縮キートセラス）など 42,616 63,495 50,130

採苗器（1器365円） 5,110 19,345 26,645

A:合計（円） 70,361 115,240 109,175

B:着底稚仔生産数 58,000 470,000 274,000

種苗単価（円/個体）2） 1.21 0.25 0.40

2）種苗単価（A/B)は経費（A)を着底稚仔数(B)で割り返した値

1）ヒーター・水槽の購入費を10年で減価償却するとして割り振った経費。
平成23年以降は水槽を増やしたため前年より増加

表２　着底稚仔の生産コスト

 
 

 
 
  

表3　卵巣卵径と図1から予想した成熟開始時期

調査日
雌の個体

数

平均卵径
±標準偏差

図1から推定され

る必要積算水温1）

H21年の水温から推定

される成熟開始日2）

4月23日 15 79.4±23.6 500 6月22日

5月10日 11 60.1±11.3 637 7月8日

5月19日 9 86.3±24.4 451 6月29日

6月14日 9 118.6±14.4 223 7月1日

1)図1の回帰式　卵径（Y）＝0.144×積算水温（X)+10.04より算出

2)平成21年の白老地区の水温は北海道栽培漁業振興公社より入手

表３　卵巣卵径と図１から予想した成熟開始時期

表2　着底稚仔の生産コスト

平成22年 平成23年 平成24年

ヒーター・水槽 226,349 97,650 0

10年償還時の経費1) 22,635 32,400 32,400

餌料（濃縮キートセラス）など 42,616 63,495 50,130

採苗器（1器365円） 5,110 19,345 26,645

A:合計（円） 70,361 115,240 109,175

B:着底稚仔生産数 58,000 470,000 274,000

種苗単価（円/個体）2） 1.21 0.25 0.40

2）種苗単価（A/B)は経費（A)を着底稚仔数(B)で割り返した値

1）ヒーター・水槽の購入費を10年で減価償却するとして割り振った経費。
平成23年以降は水槽を増やしたため前年より増加

図１　鹿部町での卵径と積算水温の関関係

子液をかける回数を増やすことで精
子の量を調整しますが、概ね卵を含
む海水10~15Lに対して、5分間隔で
3 ～ 5回繰り返せば十分です(精子を
受け入れた卵はその後他の精子を受
け入れなくなるため、小分けに複数
回媒精して多精を防ぎます)。
　受精すると、2時間程度で卵が2
～ 4細胞に分かれます（写真1-A）。
この時に受精卵数を数えて、幼生
飼育用の水槽（平成22年は200L水
槽2基、平成23年と平成24年はこの
ほかに700Lタンクを加えています）
に1個/mlになるように調整して収
容します。受精卵は、翌日にはふ化

して(写真1-B)、水面に上がってき
ます。

④　幼生飼育と採苗技術
　ふ化した幼生が水面に上がってき
たら、給餌するまでの間、水面を弱
く通気して適度に撹拌します。孵化
した幼生は、翌日(受精後2日目)に
は，口・胃・肛門を形成して、摂
餌できるようになるので(写真1-C)、
キートセラスという浮遊珪藻を与え
て育てます。給餌を始めてからは通
気の位置を水槽の底面に移動し、飼
育水が十分に撹拌するように調整し
ます。幼生は繊毛で水中を漂いなが
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ら摂餌して、最大で1
㎜ 程 度 ま で 成 長 し た
後(写真1-D)、2 ～ 3日
程度で急速に収縮しド
リオラリア幼生(写真
1-E)、ペンタクチュラ
幼 生(写 真1-F)と 呼 ば
れる変態期幼生となり
ます。この頃の幼生は
摂餌をやめて、水槽の
底に移動するので、玉
ねぎ袋に農業用遮光幕
を丸めて入れた採苗器
を水槽の底に投入しま

粗放的育成

表４　平成22年生産植苗の採苗器からの回収数と平均体長

 
 

  
 

 
 

表4　平成22年生産種苗の採苗器からの回収数と平均体長

平成22年 平成24年

8月3日 11月11日 4月22日 10月18日 2月27日

放流後日数 0 101 263 442 574

回収個体数 放流 288 54 109 38 28 18

平均体長(mm)±SD 0.3 9.4±4.3 13.5±6.6 15.4±7.2 13.7±5.6 32.2±16.1 28.1±8.9

日間成長(μm/日) 0.0 93.1 25.0 18.2 2.7 224.0 48.3

推定残留率（％）1) 100.0 7.5 1.4 2.8 1.0 0.7 0.5

１）14基の採苗器に5.4万個体が均一に付着していたとして算出

平成23年

8月4日

367

表5 　採苗器の回収結果から試算した幼ナマコの種苗単価

平成22年 平成23年 平成24年

平均体長(㎜) 9.4 5.6 13.2

採苗器当たりの回収数 288.0 386.9 20.5

設置した採苗器数 14 53 73

推定回収可能数１） 4,032 20,656 1,497

個体当たり単価2） 17.5 5.6 73.0

1）採苗器当たりの個体数から推定した回収可能総数

2)種苗生産経費から算出

　採苗器1基に着底している稚ナマ
コは放流3カ月目では288個体(残留
率7.5%)で し た が、1年 後 に は 概 ね
100個体以下、2年後には18個体(残
留率0.5%)に減少しました。体成長
をみると、3カ月目には9.4㎜まで急
速に成長しますが、翌年の8月まで
は14㎜前後とあまり成長せず、10
月には32 ㎜と再び 大きく成長し、
夏から秋にかけて成長量が大きく
なっていました。これらのことから、
最も効率的に採苗器から種苗を得ら
れるのは放流して3カ月程度と考え
ました。
　そこで、平成23年と平成24年に
も、放流3カ月前後の採苗器1基あ
たりの個体数と体長を調べ、どの程
度の種苗を生産できるのか検討しま
した（表5）。
　採苗器当りの回収数が20.5個体と
少ない平成24年のロットは、体長
13.2㎜と大きいものの、種苗1個体
あたりの単価は73円と高くなりま
す。平成22年、平成23年のように
採苗器当りの回収数が高くなると、
体長は小さいものの、種苗1個体あ
たりの単価は20円以下と低く抑え
ることができます。
　今回のように、餌を与えるような
管理をせず、海中などで手をかけず
に育成する方法を粗放的育成と呼び
ますが、サイズや数が安定しないこ
と，採苗器から稚ナマコを分離して
別の場所に放流するには手間がかか
ります(写真3)。
　現在、北海道栽培漁業振興公社(以
下公社)では、現在平均20㎜の種苗
を30円で販売していますが、これ
よりも種苗単価が高くなってしまう
ことも考えられます。

表５　 採苗器の回収結果から試算した幼ナマコ
の種苗単価
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写真３　海底から３か月後に取り上げた採苗器

：採苗器内の稚ナマコ

す。採苗器には、あら
かじめ付着珪藻などを
つけておくと、幼生は
この付着珪藻への接触
をきっかけにして、繊
毛を捨て、泳がない稚
ナ マ コ(写 真1-G)へ と
変態します。
　白老では、採苗器を
投入してから1週間程
度経過後に、幼生飼育
水槽から取り上げて、
あらかじめ海底に設置
し て お い た カ ニ か ご
(写 真2)に 結 び 付 け て
放流しました。
　 平 成22年 に は14基
の採苗器を海底に固定
して種苗を放流しまし
た。
　採苗器に付着した着底稚仔は、海
中や海底の餌を食べてより大きな種
苗になっていると思われます。そこ
で、上述の採苗器を定期的に取り上

げて、ここに残っている稚ナマコの
数とサイズを調べました (表4)。

 
 

 
 
  

表3　卵巣卵径と図1から予想した成熟開始時期

調査日
雌の個体

数

平均卵径
±標準偏差

図1から推定され

る必要積算水温1）

H21年の水温から推定

される成熟開始日2）

4月23日 15 79.4±23.6 500 6月22日

5月10日 11 60.1±11.3 637 7月8日

5月19日 9 86.3±24.4 451 6月29日

6月14日 9 118.6±14.4 223 7月1日

1)図1の回帰式　卵径（Y）＝0.144×積算水温（X)+10.04より算出

2)平成21年の白老地区の水温は北海道栽培漁業振興公社より入手

写真２　 海底面に設置したカニかごに固定した採苗器と
ここに付着していた稚ナマコ

A：カニかごを固定するプラスティックコンテナ　B：カニかごに固定する採苗器
のイメージ　C：海底面に固定したコンテナ（石詰め）とカニかご　D：３か月後に
採苗器の中で成長した稚ナマコ（↓）
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採苗器からの染み出し：直接放流

　上述のように、平成22年に海底
に設置した採苗器には、3カ月目の
調査でわずか7.5％しか残っていま
せ ん で し た(表4)。 残 り の 個 体 は、
果たして死んでしまったのでしょう
か、それともここから染み出して、
周辺で生き残っているのでしょう
か？もともと天然個体も多くいる港
内で、染み出した個体かどうか、ど
うやって判別すればよいのでしょ
う。
　マナマコの体は柔らかく、魚やイ
カで行っているような標識をつける
ことができません。加えて今回放流
しているのは、体長0.4㎜の非常に
小さい着底稚仔です (写真4)。そこ
で、こうした小さな種苗にも用いる
ことができ、何年たっても脱落する
ことがない標識として利用したの
が、マイクロサテライトDNAです。
東北大学の協力を得て、親子鑑定に
よる人工種苗判別技術を実用化しま

した5）6）。
　親子鑑定を行うため
に、人工種苗を生産す
るときに用いたすべて
の雌と雄の触手を採取
し て、 こ こ か らDNA
を抽出します。同様に
放流種苗や追跡調査で

写真４　着底稚仔

 
 

 
 

　　　図3　平成22年から平成24年に放流した着底稚仔の成長
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図３　平成22年から平成24年に放流した着底稚仔の成長

   

表6　放流年級別の混獲率と累積漁獲回収率・投資効率

33カカ年年

H22年 H23年 Ｈ24年 合合計計

Ｈ25年 1.39 0.00 0.00 1.39

Ｈ26年 1.77 0.35 1.42 3.55

Ｈ27年 1.33 0.33 0.00 1.67

H29年 0.69 0.34 0.34 1.38

H30年春 1.80 0.40 0.40 2.60

H30年秋 1.00 0.00 0.00 1.00

R1年春 0.50 0.50 0.00 1.00

R1年秋 1.01 0.00 0.00 0.50

936 248 191 11,,442277

5.8 47.0 27.4 8800..22

1.61 0.05 0.07 00..1188

7.0 11.5 10.9 2299..55

Ｈ25年 6.7 0.0 0.0 6.7

Ｈ26年 7.7 1.7 6.3 15.7

Ｈ27年 11.1 2.8 0.0 13.9

H29年 3.3 1.6 1.6 6.5

H30年春 17.4 7.5 7.5 32.3

H30年秋 13.4 0.0 0.0 13.4

R1年春 8.8 8.8 0.0 17.6

R1年秋 10.3 0.0 0.0 10.3

78.7 22.3 15.4 111166..33

1111..1188 11..9933 11..4411 33..9955

人工種苗放流年

 混獲率
(%)

操業年度

投資効果指数（B/A)*

累積漁獲回収数

放流数（万個体）

累積漁獲回収率(%)

A:種苗放流経費（万円）

人工種苗
由来漁獲
収益
（万円）

B:人工種苗水揚げ（万円）

表６　放流年級別の混獲率と累積漁獲回収率・投資効率

回収した子ども個体からもDNAを
抽出します。抽出したDNAの中で、
マイクロサテライトDNAと呼ばれ
る塩基の繰り返し部分（DNAにはA・
T・C・Gの4つの塩基がつながって
いますが、これらの短い繰り返し部
分であるマイクロサテライトと呼ば
れる部位は、個体差が大きいため、
個体識別にも利用できます）の違い
を調べます。
　調査や漁獲で回収した個体が放流
した種苗であれば、用いた両親の遺
伝子を持っていますが、天然の個体
は、別の親からの別の遺伝子を持っ
ています（図2）。ヒトでいえば、A
型の父親とO型の母親からはA型か

O型の子供しか生まれず、B型やAB
型の子は生まれてきません。今回の
試験では8つの遺伝子(マイクロサテ
ライトDNA)）を比べて親子ではな
いものを排除していくことで人工種
苗を判別しました。
　放流当初は潜水調査を中心に行い
ましたが、平成25年からは漁獲物
調査を中心に行うことにしました。
潜水部会には、漁場を複数の漁区に
分け、いつ、どこで、何キロ漁獲し
たのか記録してもらい、白老支所か
らは販売金額を教えていただいてい
ます。
　潜水調査と漁獲物調査で判別し
た人工種苗の放流後年数と重量の
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関係を図3に示しました。放流後2
～ 3年目には漁獲サイズである体
重100gに達するものが現れました。
この図の一番上に示した平成22年
放流群は、最長で10年半後（令和3
年1月）の現在でも漁獲されていま
す。また、成長には大きなばらつき
があり、放流して3年目に300gに達
していた個体がいた一方で、10年
以上経っても体重82ｇといった個
体が存在することがわかりました。
　漁獲物中の放流種苗の混獲率、漁
獲物の平均重量、販売価格から、放
流した着底稚仔種苗がどれくらい漁
獲、水揚金額として得られたのかを
推定しました(表6)。平成22年の放
流個体は、令和元年までに延べ936
個体漁獲され、 平成25年からの累積
漁獲回収率は1.61％となりました。
同様に平成23年と平成24年の放流
群の漁獲個体数は、それぞれ248個
体、191個体となり、累積漁獲回収
率は0.05％と0.07％と推定されまし
た。
　次に、種苗放流経費（A）に対する、
人工種苗による漁獲収益（B）の割
合、いわゆる投資効率（B/A）は、1.41
～ 11.18となりました。例えば、平
成24年放流群の投資効率1.41とは、
10.9万円かけて種苗を放流した結
果、令和元年までに15.4万円の水揚
げにつながり、投資したお金が1.41
倍になったことを示します。
　今回の調査で、漁獲回収率や投
資効率は平成22年放流群に比べて、
平成23、24年は低い結果となって
います。今回放流した港内には、在
来個体が多いため、人工種苗の混
獲率は、日本海側と比べて低く7）、
毎年繰り返し放流したことで在来個
体と合わせて高密度になり、この結
果成長が鈍って、漁獲サイズに達す
る個体が少ないのか、そもそも平成
22年放流群に比べ平成23年や24年
の放流群の生き残りが極端に悪かっ
たのか、現時点ではまだ明らかでは

ありません。

今後
　もともと水産分野で行われている
人工種苗放流は、小さい頃に人の手
で保護して、大きくして放流すれば，
生き残りが高まり資源が増えるだろ
うという発想です。

令和4年1月14日に開催された「育
てる漁業研究会」では、大型種苗の
放流効果についての様々な事例が報
告されました。大型種苗の育成には
着底稚仔よりも長い時間と広い種苗
生産施設が必要になり、全道すべて
のニーズを満たすような生産を、今
すぐ実現することは難しいでしょ
う。
一方、着底稚仔放流には生産するた
めに必要な飼育期間も短く、特に専
門的な知識や設備がなくても実施で
き、単価も安いというメリットがあ
ります。
水産試験場では、今回紹介した着
底稚仔放流のほかに、より大きい
5~15㎜サイズの種苗の放流効果調
査も実施しています。令和4年度中
には，これらのサイズの種苗を含め
た放流結果をまとめて、「種苗放流
技術マニュアル」を公表する予定で
す。各地先の事情に合わせて最適な
放流方法の検討に役立てて頂けると
幸いです。

謝辞
　今回の調査は、開始時から潜水部
会、白老支所、胆振地区水産技術普
及指導所と共同で行っています。す
でにどの機関も、担当者が代替わり
してしまうほど長期間にわたるもの
です。
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せていただきます。
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第67回全道青年・女性漁業者交流大会第67回全道青年・女性漁業者交流大会
網走漁協ほたて養殖部会など３団体を全国大会へ推挙網走漁協ほたて養殖部会など３団体を全国大会へ推挙

　道水産林務部は1月13日付で、青年漁業士５名、
指導漁業士7名の計12名を新規北海道漁業士とし
て認定しました。（カッコ内は所属漁協）▷青年漁
業士＝福井隆広（島牧）、佐藤芳行（香深）、佐藤

第37回全道青年・女性漁業者交流大会が令和4年1
月13日にオンライン開催され、参加8団体の中から、
ひやま漁協女性部上ノ国支部、標津漁協所属の(有)
鈴木漁業部、網走漁協ほたて養殖部会の3団体が、
最高賞となる道漁連会長賞を受賞しました。
　ひやま漁協女性部上ノ国支部は、石狩湾漁協厚
田支所の朝市視察を機に、自宅で食べられる加工品
の製造に着手し、地元道の駅の協力を得ながら未利
用資源だったドンコ製品を複数開発。道の駅内に新
設された「浜の母さんコーナー」で販売し、大きな
収入を得られる事業へと発展させました。
　(有)鈴木漁業部は、魚介類沈静化システムを用い
たサケの活〆作業効率化実証試験の成果を報告。電
気刺激は秋サケの品質に影響を及ぼさず、氷の使用
量削減や活〆時間の短縮など、大きなメリットがあ
ることを証明しました。
　網走漁協ほたて養殖部会は、昭和55年に始まった

友則（頓別）、星田友樹（利尻）、小室俊輔（枝幸）
▷指導漁業士＝濱野勝利（島牧）、青坂芳子（ひや
ま）、森勝行（八雲町）、細木俊光（室蘭）、石井善
彦（ひだか）、津田明宏（厚岸）、天野敬嗣（枝幸）

大規模な稚貝生産体制の変遷と生産効率化に向け
た取り組みの歴史を紹介。機械化や動線改良などの
努力の結果、現在では12経営体で計3億粒の稚貝を
生産できるまでの体制を構築しました。
　上記3団体は、3月2 ～ 3日に開かれる第27回全国
青年・女性漁業者交流大会に北海道代表として参加
します。

▲表彰を受ける材木谷次長

▲ ひやま漁協女性
部 上 ノ 国 支 部　
品田俊子部長

令和3年栽培漁業推進功労者に熊石事業所の材木谷次長令和3年栽培漁業推進功労者に熊石事業所の材木谷次長
　道が選出する令和3年度栽培漁業推進功労者に
当公社熊石事業所の材木谷敏秀次長が選出され、
令和3年11月30日、渡島総合振興局局長室で感謝
状伝達式が行われました。
　材木谷次長は平成6年から現在に至るまで、エ
ゾアワビとマナマコ種苗の安定生産に向けた技術
開発に取り組み、東日本大震災に伴う被災海域種
苗放流支援事業では4年間にわたり、東北太平洋
海域へのアワビ種苗供給に尽力しました。

▲ 標津漁協(有)鈴
木漁業部　

　小野瀬渉さん

▲ 網走漁協ほたて
養殖部会

　城戸貴裕さん


